
１.

は
じ
め
に

｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

は
謎
に
包
ま
れ
た
伝
説
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
事
件
の
記
録
で
は
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
民
俗
学
者
だ
け
で
な
く
一
般
の
人
々

に
も
人
気
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
�
編
�
種
類
の
文
書
が
見
つ
か
っ
た
が
、
伝
説

の
筋
書
き
は
ほ
ぼ
同
じ
で
付
録
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
。
特
徴
は
す
べ
て
の
文

書
に
絵
が
あ
り
、
絵
の
な
い
文
書
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
滝
沢
馬
琴
が
文
政
八

(

一
八
二
五)

年
に
編
纂
し
た

『

兎
園
小
説』

の
記
事

｢

う
つ
ろ
舟
の
蛮
女｣

が

有
名
で
、
掲
載
さ
れ
た
絵
は
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
お
り
、『

兎
園
小
説』
の
中
で

も
出
色
で
図
１
に
示
す
。
本
論
文
で
は
文
書
に
描
か
れ
た
絵
で
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
似
た

舟
を

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

、
謎
の
女
性
を

｢

宇
宙
女
性｣

、
見
慣
れ
な
い
文
字
を

｢

宇
宙
文
字｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

近
年
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
文
書
が
見
つ
か
り
、
謎
の
一
部
が
解

明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
見
つ
か
っ
た
文
書
は
表
１
〜
３
の
よ
う
に
３
グ
ル
ー
プ
に
分

類
で
き
る
。
表
に
は
漂
着
現
場
の
領
主
名
、
地
名
も
記
す
。
番
号
付
き
文
書
名
は

必
ず
し
も
書
物
名
を
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば

｢

①
兎
園
小
説｣

は
書
物
名
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七

｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

に
隠
さ
れ
た
養
蚕
金
色
姫
の
暗
号

田

中

嘉
津
夫

図 1. ｢①兎園小説：うつろ舟の蛮女｣ の絵 (原画はカラー)
｢宇宙女性｣､ ｢うつろ舟UFO｣､ ｢宇宙文字｣

(天理大学中央図書館蔵)



『

兎
園
小
説』

で
は
な
く
、
記
事

『

う
つ
ろ
舟
の
蛮
女』

を
指
す
。
項
目
�
年
�

は
文
書
か
ら
読
み
解
い
た
文
書
作
成
年
だ
が
確
証
が
な
い
の
も
あ
る
。
文
書
は
筋

書
や
絵
で
分
類
で
き
、
グ
ル
ー
プ
１
の

｢

宇
宙
文
字｣

、｢

宇
宙
女
性｣

、｢

う
つ
ろ

舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

は
似
て
い
る
。
ま
た
、｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

の
漂
着
地
名
は
漢
字

｢

常
陸｣

｢

原｣
｢

舎

(

や
ど
り)｣

が
共
通
で
、
同
じ
地
名
に
見
え
る
。

グ
ル
ー
プ
２

(

表
２)

の

｢

⑤
鶯
宿
雑
記｣

｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
、
筋
書
き
、

｢

宇
宙
文
字｣

、｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

は
互
い
に
似
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
１
の

そ
れ
ら
、
特
に

｢

宇
宙
文
字｣

が
ま
っ
た
く
異
な
り
別
の
情
報
源
に
基
づ
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る

(

図
１
、
５
参
照)

。
し
か
し
両
グ
ル
ー
プ
の
文
書
が
、
す
べ

て
享
和
三

(

一
八
〇
三)

年
に
常
陸
国
で
起
き
た
漂
着
事
件
を
記
述
し
て
い
る
こ

と
は
一
致
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
３
は
他
の
文
書
と
大
き
く
異
な
る
の
で
本
論
文

で
は
取
り
上
げ
な
い
。

二
〇
〇
九
年
の
拙
著

『

江
戸

｢

う
つ
ろ
舟｣

ミ
ス
テ
リ
ー』

出
版
後
、
７
編
の

文
書

(

文
書
番
号
⑧
〜
⑭)

が
見
つ
か
り
興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
本
論
文
で
は
最
近
見
つ
か
っ
た
３
編

｢

⑪
伴
家
文
書｣

、｢

⑬
新
古
雑
記｣

、

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

と

｢

⑧
水
戸
文
書｣

と
の
関
連
を
調
べ
て
判
明
し
た
謎
解
明
の

鍵
に
な
る
興
味
深
い
発
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２.

｢

⑪
伴
家
文
書｣

と
�
常
陸
原
舎
り
浜
�

こ
の
文
書
の
存
在
は
忍
術
研
究
家
の
黒
井
宏
光
氏
の
ネ
ッ
ト
記
事
で
知
っ
た
。

同
氏
の
忍
術
指
導
者
で
甲
賀
流
伴
党
二
十
一
代
目
宗
家
の
川
上
仁
一
氏
が
持
つ
伴

家
古
文
書
の
中
に
あ
っ
た
文
書
で
あ
る
。
川
上
氏
の
意
見
で
は
、
忍
者
だ
っ
た
伴

家
の
先
祖
が
尾
張
藩
参
勤
交
代
の
た
め
各
地
の
風
聞
を
集
め
た
文
書
の
一
つ
で
は
、

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
文
書
の
最
後
に
�
亥
の
年

(

一
八
〇
三)

二
月
二
十
六
日
�

の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
年
月
日
が
本
当
と
す
れ
ば
最
も
初
期
に
書
か
れ
た
文
書
に

な
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
�
三
月
二
十
六
日
�
の
写
し
間
違
い
の
可
能
性
が
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八

｢

⑩
や
じ
き
た
文
書｣

文
書
名

表
３

グ
ル
ー
プ
３

｢

⑧
水
戸
文
書｣

｢

⑤
鶯
宿
雑
記｣

文
書
名

表
２

グ
ル
ー
プ
２

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

｢

⑬
新
古
雑
記｣

｢

⑫
稲
生
家
文
書｣

｢

⑪
伴
家
文
書｣

｢

⑨
日
立
文
書｣

｢

⑦
外
国
漂
流
全
書｣

｢

⑥
漂
流
記
集｣

｢

④
瓦
版
刷
り
物｣

｢

③
梅
の
塵｣

｢

②
弘
賢
随
筆｣

｢
①
兎
園
小
説｣

文
書
名

表
１

グ
ル
ー
プ
１

不
詳 年 不

詳

一
八
一
五

年
一
八
〇
三

一
八
〇
三

不
詳

一
八
〇
三

不
詳

不
詳

不
詳

一
八
〇
四
〜
一
八
一
五

一
八
四
四

同
右

一
八
二
五

年

小
笠
原
越
中
守
様
御
知
行
所

漂
着
現
場
の
領
主
名

小
笠
原
越
中
守
様
知
行
所

小
笠
原
越
中
守
様
知
行
所

漂
着
現
場
の
領
主
名

ナ
シ

ナ
シ

小
笠
原
越
中
守
知
行
所

ナ
シ

小
笠
原
越
中
守
様
御
領
地

小
笠
原
越
中
守
領
分

小
笠
原
越
中
守
知
行
所

小
笠
原
越
中
守
様
御
知
行
所

小
笠
原
和
泉
公
領
地

同
右

小
笠
原
越
中
守
知
行
所

漂
着
現
場
の
領
主
名

房
州
の
湊

漂
着
現
場
の
地
名

常
陸
國
鹿
嶋
郡
外
濱

常
陸
國
鹿
嶋
郡
阿
久
津
浦

漂
着
現
場
の
地
名

常
陸
國
原
舎
ノ
濱

常
陸
國
厚
舎
ヶ
濱

常
陸
國
原
舎
り
濱

常
陸
原
舎
り
濱

常
陸
原
舎
濱

常
州
原
舎
ヶ
濱

常
陸
國
原
舎
ヶ
濱

常
陸
國
か
し
ま
郡
京
舎
ヶ
濱

常
陸
の
國
原
舎
濱

は
ら
と
の
は
ま

同
右

常
陸
國
は
ら
や
ど
り
濱

漂
着
現
場
の
地
名



あ
る
。

本
文
書
が
見
つ
か
る
ま
で
、
多
く
の
文
書
に
書
か
れ
た

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

が
漂
着
し
た

｢

常
陸｣

｢

原｣
｢

舎｣

を
含
む
地
名
が
江
戸
時
代
の
記
録
に
見
つ
か

ら
ず
、
架
空
の
地
名
と
さ
れ
て
来
た
。
二
〇
一
四
年
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り

｢

⑪

伴
家
文
書｣

に
は
漂
着
地
名
と
し
て
�
常
陸
原
舎
り
濱
�
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
の
地
名
を
�
常
陸
原
・
舎
り
�
�
と
区
切
る
と
伊
能
忠
敬
に
よ

る
一
八
〇
一
年
の
測
量
か
ら
作
成
し
た
地
図

｢

伊
能
図｣

に
あ
る
、
江
戸
時
代
に

実
在
し
た
地
名
で
あ
る

(

現
在
の
茨
城
県
神
栖
市
波
崎
舎
利
浜)

。
し
か
し
地
名

を
�
常
陸
・
原
舎
り
浜
�
と
区
切
る
と
�
常
陸
国
・
は
ら
や
ど
り
濱

(

原
舎

�)

�
と
誤
読
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
表
１
の
漂
着
地
名
の
多
く
は
こ
の
よ
う

な
誤
読
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
誤
読
が
意
図
的
な
も
の
か
、
単
な
る
勘
違
い
か
は

分
か
ら
な
い
。

さ
ら
に

｢

⑨
日
立
文
書｣

で
は
�
常
陸
國
舎
�
�
の
�
國
�
を
�
原
�
に
訂
正

し
た
形
跡
が
あ
り
、
文
書
の
�
常
陸
�
は
国
名
で
は
な
く
地
名
�
常
陸
原
�
が
起

源
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
多
く
の
文
書
に
あ
る
�
小
笠
原
越
中
守
知
行

所

(

領
地)

�
は

｢

⑪
伴
家
文
書｣

に
は
書
か
れ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時

代
�
舎
り
濱
�
の
漁
業
権
を
持
つ

｢

東
下
村
舎
利｣

は
旗
本
松
下
河
内
守
の
領
地

で
小
笠
原
越
中
守
の
領
地
で
は
な
い
。
川
上
氏
の
話
で
は
文
書
は
報
告
書
な
の
で

執
筆
者
は
作
り
話
を
書
か
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
小
笠
原
越
中
守
は

常
陸
国
の
沿
岸
地
域
に
領
地
を
持
っ
て
い
な
い
の
で

｢

⑪
伴
家
文
書｣

で
は
漂
着

地
名
の
記
述
に
矛
盾
は
な
い
。

３.

｢

⑬
新
古
雑
記｣

こ
の
文
書
は
二
〇
二
一
年
、
国
会
図
書
館
蔵
の
著
者
不
詳
の
書
物『

新
古
雑
記』

第
一
巻
に
あ
る
記
事
で
、
発
見
者
の
鹿
角
崇
彦
氏
が
月
刊
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
文

書
を
調
べ
る
と
、
本
文
は
黒
の
墨
書
だ
が
挿
入
・
コ
メ
ン
ト
文
が
朱
書
き
さ
れ
て

い
る
。
筆
跡
か
ら
墨
書
き
本
文
と
朱
書
き
文
は
同
一
人
物
の
よ
う
だ
。
文
書
の
著

者
は
よ
く
似
た
文
書
を
２
編
見
つ
け
そ
の
一
つ
を
書
き
写
し
た
が
、
も
う
一
つ
と

内
容
が
異
な
る
部
分
が
あ
っ
た
の
で
違
い
を
朱
書
き
で
補
足
し
た
と
思
わ
れ
る
。

文
書
を
写
し
た
、
と
あ
る
の
で
文
書
は
著
者
が
他
か
ら
記
事
を
写
し
た
も
の
で
、

筋
書
き
は

｢

⑪
伴
家
文
書｣

と
よ
く
似
て
い
る
。
文
頭
に
�
当
亥
三
月

(

今
年
の
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九

図 2. ｢⑪伴家文書｣ (個人蔵) の ｢宇宙文字｣､ ｢宇宙女性｣､
｢うつろ舟UFO｣



三
月)

�
と
あ
る
の
で
元
記
事
は
享
和
三
年
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『

新
古
雑

記』

一
巻
に
は
文
政
四
年

(

一
八
二
一)

の
記
述
も
あ
る
の
で
、
文
書
は
享
和
三

年
〜
文
政
四
年
の
間
に
写
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

文
書
の
漂
着
地
名
は
�
常
陸
國
厚
舎
ヶ
�
�
と
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
朱
書

き
で
�
厚
�
の
横
に
�
又

(

は)

原
�
と
あ
る
の
で
も
と
は
�
原
�
だ
っ
た
が
誤

り
易
い
�
厚
�
と
間
違
え
た
、
�
常
陸
國
�
は
元
来
�
常
陸
�
だ
っ
た
が
、
�
常
陸

國
�
に
違
い
な
い
と
著
者
が
考
え
�
國
�
を
挿
入
し
た
、
も
と
の
�
り
�
は
似
た

�
か
�
と
読
ま
れ
�
ヶ
�
と
写
さ
れ
た
、
と
仮
定
す
れ
ば
本
来
の
地
名
は
�
常
陸

原
舎
り
�
�
と

｢

⑪
伴
家
文
書｣

の
そ
れ
と
同
じ
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
。

｢

⑬
新
古
雑
記｣

も

｢

⑪
伴
家
文
書｣

と
同
じ
よ
う
に
文
書
墨
書
き
の
本
文
に

�
小
笠
原
越
中
守
知
行
所
�
の
記
述
が
な
い
。
し
か
し
朱
書
き
で
�
小
笠
原
越
中

守
様
知
行
所
ヨ
リ
訴
出
し
写
�
と
あ
る
の
で
、
多
く
の
文
書
に
あ
る
�
小
笠
原
越

中
守
知
行
所
�
は
漂
着
地
名
で
は
な
く
話
の
出
所
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
こ
の
事

情
が
混
乱
し
多
く
の
文
書
で
漂
着
地
名
が
�
小
笠
原
越
中
守
知
行
所
�
に
な
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
小
笠
原
越
中
守
の
領
地
は
鹿
島
郡
を
含
む
常
陸
国
の
太
平
洋

沿
岸
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

４.

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

こ
の
文
書
は
、
上
越
市
高
田
図
書
館
蔵
の
榊
原
家
文
書
の
一
つ

『

異
聞
雑
著』

に
あ
る
記
事
で
、
発
見
者
の
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー
長
の
岩
片
和
義
氏
が
二
〇

二
一
年
に
ネ
ッ
ト
に
発
表
さ
れ
た
。『

異
聞
雑
著』

は
榊
原
高
田
藩
に
使
え
た
鈴

木
甘
井

(

す
ず
き
か
ん
せ
い
・
一
七
四
四
〜
一
八
一
二
年)

が
書
い
た
私
的
な
書

物
で
あ
る
。
表
紙
に

｢

享
和
元
年

(

一
八
〇
一
年)

九
月
廿
九
日｣

と
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
も
の
か
ら
文
化
三
年

(

一
八
〇
六)

ま
で
の
記
事
が
あ
る
。
本
文
書

も
文
頭
に

｢

此
亥
年

(

一
八
〇
三)｣

と
あ
る
の
で
事
件
が
起
き
た
年
に
著
者
が

書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
書
か
れ
た
年
と
著
者
が
判
明
し
て
い
る
文
書
は

｢

①
兎
園

小
説

(

②
弘
賢
随
筆)｣

｢

③
梅
の
塵｣

と
こ
の
文
書
だ
け
で
あ
る
。｢

⑬
新
古
雑

記｣

と
文
章
が
よ
く
似
て
お
り
情
報
源
は
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
文
書
の
漂
着
地
名
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一
〇

図 3. ｢⑬新古雑記｣ (国会図書館蔵) の ｢宇宙女性｣､
｢うつろ舟UFO｣､ ｢宇宙文字｣



は
�
常
陸
國
原
舎
ノ
�
�
で
、
こ
れ
も
実
在
地
名
で
は
な
く
�
常
陸
原
舎
り
�
�

の
誤
読
あ
る
い
は
変
形
と
考
え
ら
れ
る
。

文
の
最
後
に
�
此
事
偽

(

い
つ
わ
り)

と
聞
た
り
�
と
あ
り
、
伝
説
に
懐
疑
的

な
意
見
が
書
か
れ
た
唯
一
の
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
�
右
之
段
公
儀
へ
御
訴
申
上

候

(

右
の
話
は
公
儀
に
報
告
し
た)

�
が
�
偽
り
�
な
の
か
、
話
自
体
が
�
偽

り
�
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
�
公
儀
ニ
届
有
候
哉
承
遣
候

(

公
儀
の
記
録
に

あ
る
か
を
聞
い
て
貰
っ
た)

�
と
あ
る
が
、
漂
着
現
場
は
架
空
の
地
名
で
検
証
で

き
な
い
の
は
明
ら
か
で
、
実
際
、
公
的
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て

�
公
儀
へ
御
訴
申
上
候
�
が
�
偽
り
�
の
意
味
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
公
儀
の
記
録

に
な
い
の
で
話
自
体
を
�
偽
り
�
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鈴
木
甘
井
が

�
偽
り
�
と
聞
い
た
北
村
久
備

(

ひ
さ
と
も)

は
源
氏
物
語
の
注
釈
書

『

す
み
れ

草』

を
一
八
一
二
年
頃
に
出
版
し
た
越
後
藩
士
で
、
有
名
な
国
学
者
平
田
篤
胤
の

弟
子
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
伝
説
が
知
識
人
の
間
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
伺
わ
せ
る
。

５.

初
期
３
文
書
・
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
伝
説

｢

⑪
伴
家
文
書｣

｢

⑬
新
古
雑
記｣

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

の
３
文
書
は
以
下
の
共
通

す
る
特
徴
を
持
つ
。

・
文
書
の
筋
書
き
が
似
て
い
る
。

・
事
件
直
後
の
享
和
三
年

(

一
八
〇
三)

に
書
か
れ
た
記
事
。

・
漂
着
地
名
に
�
小
笠
原
越
中
守
知
行
所
�
と
書
か
れ
て
い
な
い
。

・
舟
の
絵
が
ほ
ぼ
同
じ
で
底
部
が
直
線
状
に
な
っ
て
い
る
。

・
舟
は

｢

う
つ
ろ
舟｣

と
書
か
れ
て
い
な
い
。

・
漂
着
地
名
は

｢

常
陸
原
舎
利
浜｣

と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
。

・
左
の
よ
う
に
器
の
絵
が
挿
入
さ
れ
た
文
が
あ
る
。

｢
⑪
伴
家
文
書｣

�
う
つ
く
し
き
も
や
う
有
之
石
と
も
見
へ
す
�
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図 4. ｢⑭異聞雑著｣ (高田図書館蔵) の ｢宇宙文字｣､
｢宇宙女性｣､ ｢うつろ舟UFO｣



｢
⑬
新
古
雑
記｣

�
物
壱

此
品
美
し
く
模
様
あ
り
石
と
も
見
へ
候
�

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
此
品
甚
美
敷
模
様
有
之
石
と
も
見
え
申
候
�

�
編
の
文
書
の
中
で
、
こ
れ
ら
項
目
が
全
部
共
通
す
る
の
は
こ
の
３
文
書
だ
け

で
、
整
合
性
が
も
っ
と
も
と
れ
て
い
る
。
ま
た

｢
伴
家
文
書｣

の
漂
着
日
�
二
月

二
十
六
日
�
が
�
三
月
二
十
六
日
�
の
写
し
間
違
い
と
す
る
と
３
文
書
の
漂
着
日

も
一
致
す
る
。
文
書
は
す
べ
て
享
和
三

(

一
八
〇
三)

年
に
書
か
れ
と
す
る
と
、

共
通
す
る
内
容
は

｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

の
も
っ
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い

と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、｢

⑪
伴
家
文
書｣

｢

⑬
新
古
雑
記｣

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

を

初
期
３
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

６.

｢

⑨
水
戸
文
書｣

と
養
蚕
金
色
姫
伝
説

江
戸
時
代
、
人
々
は
�
常
陸
国
う
つ
ろ
舟
伝
説
�
と
聞
け
ば
養
蚕
金
色
姫
伝
説

を
思
い
浮
か
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筋
書
き
は

｢

天
竺
か
ら
う
つ
ろ
舟
で
流
さ
れ
た
金
色
姫
は
日
本
の
常
陸
國
の
海
岸
に
流
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図 6. ｢星福寺｣ の“蚕霊尊”
前帯が図５と同じ二段の
蝶結び､ 目は三日月型､
右手に生糸､ 左手に箱を持つ｡

図 5. ｢⑧水戸文書｣ (個人蔵) の ｢宇宙文字｣､ ｢うつろ舟 UFO｣､
｢宇宙女性｣｡ ｢宇宙文字｣ が図 1､ 2､ 3､ 4 とは違うことに
注意｡



れ
着
い
た
。
金
色
姫
は
漁
民
ら
の
介
抱
空
し
く
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
霊
魂

は
蚕
の
幼
虫
に
な
り
人
々
に
養
蚕
を
伝
え
た｣

(

養
蚕
秘
録)

で
あ
る
。
茨
城
県
郷
土
史
家
の
佐
藤
次
男
氏
は

｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

も
金

色
姫
伝
説
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
論
文
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
二

〇
〇
九
年
ま
で
に
見
つ
か
っ
た
文
書
①
〜
⑦

(

表
１)

に
は
金
色
姫
伝
説
と
の
明

確
な
関
連
を
示
す
記
述
や
絵
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
拙
著

『

江
戸

｢

う
つ
ろ
舟｣

ミ
ス
テ
リ
ー』

の
読
者
で
水
戸
在
住
の
方
が
、
収
集
し
た
古
文
書

の
ひ
と
つ
が
こ
の
伝
説
の
記
事
と
気
付
き
、
筆
者
ま
で
連
絡
し
て
頂
い
た
。
調
査

の
結
果
、
こ
の

｢

⑧
水
戸
文
書｣
は
二
〇
〇
二
年
に
京
都
で
見
つ
か
り
、
驚
い
た

こ
と
に
金
色
姫
伝
説
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
根
拠
は

・
描
か
れ
て
い
る

｢

宇
宙
女
性｣

の
前
帯
の
デ
ザ
イ
ン
�
二
段
の
蝶
結
び
�
が

茨
城
県
神
栖
市
に
あ
る
養
蚕
信
仰
を
伝
え
る
星
福
寺
に
あ
る
金
色
姫
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
仏
像
�
蚕
霊
尊
�
と
同
じ
で
あ
る
。(
図
５
、
６
参
照)

・
描
か
れ
た

｢

宇
宙
女
性｣

の
目
は
不
自
然
な
三
日
月
型
で
あ
る
。
�
蚕
霊

尊
�
は
下
部
か
ら
し
か
覗
け
な
い
構
造
の
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
普
通

に
�
蚕
霊
尊
�
を
拝
顔
す
る
と
、
曲
面
に
彫
ら
れ
た
も
と
も
と
直
線
状
の
目

は
、
下
か
ら
見
る
と
は
三
日
月
型
に
な
る
。
描
か
れ
た
文
書
の
三
日
月
型
の

目
は
実
際
に
星
福
寺
で
�
蚕
霊
尊
�
を
拝
顔
し
た
場
合
に
符
号
す
る
。(
図

５
、
６
参
照)

・｢

宇
宙
女
性｣

の
頭
部
に
は
鳥
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
星

福
寺
で
販
売
さ
れ
た
お
札
の
�
蚕
霊
尊
�
の
頭
部
に
は
蚕
の
成
虫
の
蛾
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
鳥
に
見
え
て
も
蛾
を
意
図
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

｢

⑧
水
戸
文
書｣

の

｢

宇
宙
女
性｣

は
星
福
寺
の
�
蚕
霊
尊
�
が
モ
デ
ル
と
考

え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
、
こ
の
仏
像
は
毎
年
五
月
、
九
月
の
限
ら
れ
た
期
間
し
か

拝
観
出
来
な
い
秘
仏
で
、
参
拝
者
が
気
軽
に
ス
ケ
ッ
チ
で
き
る
対
象
で
は
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、｢

宇
宙
女
性｣

は
�
蚕
霊
尊
�
を
容
易
に
拝
観
で
き
る
人
物

で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
。
筆
者
の
推
測
で
は
星
福
寺
の
関
係
者
、
僧
侶
で
あ
る
。

ご
住
職
の
話
で
は
星
福
寺
は
江
戸
時
代
、
養
蚕
信
仰
で
繁
栄
し
何
人
か
の
修
行
僧

が
い
て
、
仏
像
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
写
仏
と
い
う
修
行
も
あ
っ
た
。｢

⑧
水
戸
文
書｣

の
女
性
は
星
福
寺
の
関
係
者
し
か
書
け
な
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
鹿
島
で
書
か
れ
京
都
に
運
ば
れ
た
。
文
書
は
、
手
紙
、
報

告
書
、
単
な
る
旅
行
者
の
ス
ケ
ッ
チ
、
等
と
は
思
え
な
い
が
目
的
が
あ
っ
た
筈
だ
。

筆
者
の
考
え
は
�
瓦
版
の
原
稿
�
で
あ
る
。
享
和
二
〜
三
年
に
、
有
名
な
養
蚕
事

業
の
指
導
書
�
養
蚕
秘
録
�
が
京
都
・
大
阪
・
江
戸
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

本
は
優
れ
た
内
容
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
り
一
八
四
五
年
に
フ

ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
ト
リ
ノ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
評
価
は
高
く
、

本
に
は
養
蚕
史
と
し
て
金
色
姫
伝
説
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

養
蚕
信
仰
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
い
た
星
福
寺
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
に
便
乗
し

て
自
社
の
養
蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ
を
企
画
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
色
姫
伝
説
を

想
起
さ
せ
る
事
件
が
最
近
も
寺
の
近
く
で
起
き
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
大
阪
・

江
戸
の
人
々
の
養
蚕
信
仰
へ
の
好
奇
心
を
喚
起
す
る
。｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
原
稿
と
い
う
仮
説
で
、
今
で
言
う
ス
テ
マ

(

ス
テ
ル
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ)

だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
実
際
、｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
透
け
て
見
え
る
ほ

ど
薄
い
和
紙
に
書
か
れ
て
い
て
、
文
面
・
絵
も
訂
正
・
挿
入
は
な
く
絵
と
文
章
も

図
５
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
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７.

｢

⑧
水
戸
文
書｣

の
漂
着
地
名
�
外
濱
�

｢

⑧
水
戸
文
書｣

に
書
か
れ
た
漂
着
地
名
�
外
濱
�
は
鹿
島
郡
に
は
見
つ
か
ら

ず
、
架
空
の
地
名
と
考
え
ら
れ
た
が
、
星
福
寺
近
郊
の
神
栖
市
柳
川
地
区

(

図
７

参
照)

に
�
外
濱
�
の
字
名
が
見
つ
か
っ
た
。
郷
土
資
料
を
調
べ
る
と
、
同
市
の

柳
川
家
墓
地
に
あ
る

｢

宗
左
衛
門
柳
川
翁
碑｣

の
側
面
に
碑
文
が
あ
り
、
そ
れ
に

は
柳
川
宗
左
衛
門
ら
が
未
開
地
�
外
�
�
を
開
墾
し
地
名
を
柳
川
新
田
に
変
え
た
、

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
実
際
に
碑
文
を
調
べ
る
と
図
８
に
示
す
よ

う
に
確
か
に
漢
文
で
�
外
�
東
寧

(

利
根
川)

之
水
注
�
が
あ
る
。
碑
文
は
慶
応

三

(

一
八
六
七)

年
に
彫
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
一
八
〇
三
年
頃
も
�
外
濱
�
と
呼

ば
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
図
７
の
地
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
�
外
濱
�
を
現

在
の
柳
川
地
区
と
考
え
る
と
、
グ
ル
ー
プ
１
の
漂
着
地
�
舎
利
�
�
と
は
�
㎞
程

し
か
離
れ
て
な
い
。
当
時
、
海
岸
に
明
確
な
境
界
線
が
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
漂
着

現
場
が
二
つ
の
浜
の
境
界
付
近
な
ら
、
地
名
�
外
濱
�
と
�
舎
利
�
�
が
混
同
さ

れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
同
じ
場
所
を
示
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に

�
外
濱
�
は｢

⑧
水
戸
文
書｣

を
書
い
た
星
福
寺
の
日
川
地
区
の
海
岸
で
も
あ
る
。

星
福
寺
の
縁
起
に
は
、｢

桑
の
宇
津
魚
舟
が
豊
良
浦

(

今
の
日
川)

に
漂
流｣

と

あ
り
、｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
星
福
寺
の
縁
起
通
り
の
漂
着
現
場
を
書
い
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
文
書
は

作
成
場
所
・
常
陸
国
鹿
島
郡
日
川

｢

星
福
寺｣

作
成
者
・
星
福
寺
関
係
者

(

僧
侶)

動
機
・
享
和
三
年
の
�
養
蚕
秘
録
�
出
版
に
便
乗
し
た
養
蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ

目
的
・
京
都
で
の
瓦
版
出
版

う
つ
ろ
舟
の
漂
着
現
場
・
星
福
寺
近
く
の
海
岸
�
外
濱
�

が
推
測
で
き
、
伝
説
が
金
色
姫
伝
説
と
関
連
が
あ
り
、
文
書
の
存
在
理
由
を
説
明

出
来
る
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
�
編
の
文
書
中
、
金
色
姫
伝
説
と
の
関
連
が
見
え

る
の
は
唯
一
こ
の
文
書
だ
け
で
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
２
の

｢

⑤
鶯
宿
雑
記｣

に
は
養

蚕
と
の
関
連
は
見
え
ず
、
グ
ル
ー
プ
１

(

表
１)

の
文
書
と
も

｢

宇
宙
文
字｣

、

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

の
大
き
さ
、
筋
書
き
、
も
異
な
り
同
じ
伝
説
に
は
見
え
な

い
。
有
名
な

｢
①
兎
園
小
説｣

を
含
む
�
種
類
も
見
つ
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
１
の
文

― 101 ―

一
四

図 8.
(外�東寧之水注)

図 7. ｢星福寺｣､ ｢外濱｣､ ｢常陸原｣､ ｢舎利浜｣



書
は
、
享
和
三
年
に
起
き
た
同
じ
事
件
を
記
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金

色
姫
伝
説
と
の
関
連
が
見
え
な
か
っ
た
。

８.
｢

宇
宙
女
性｣

の
容
姿

こ
こ
で
伝
説
の
主
要
な
内
容

｢

宇
宙
女
性｣

の
記
述
に
注
目
す
る
。
多
く
の
文

書
で
共
通
す
る
記
述
は

１.

顔
が
青
白
い

２.

眉
毛
が
赤
黒
、
髪
も
同
じ

３.

歯
が
白
く
て
細
い

４.

女
性
が
被
る
白
い
ベ
ー
ル

５.

ボ
タ
ン
が
青
い
練
り
物

６.

女
性
は
箱
を
持
つ

で
あ
る
。
こ
の
６
項
目
の
有
無
を
グ
ル
ー
プ
１
の
�
種
類
の
文
書
に
つ
い
て
表
４

に
示
す
。
●
は
記
述
あ
り
、
×
は
記
述
な
し
で
、
△
は
少
し
違
う
表
現
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
例
え
ば

｢

①
兎
園
小
説｣

で
は
、｢

宇
宙
女
性｣

に
つ
い
て
�
眉
と

髪
の
毛
能
赤
か
る
に
そ
の
顔
も
桃
色
に
て
�
と
い
う
記
述
で
、｢

③
梅
の
塵｣

で

は
同
じ
く
�
色
白
き
こ
と
雪
の
如
く
、
黒
髪
あ
ざ
や
か
に
�
と
共
に
項
目
１
、
２

の
�
顔
が
青
白
い
、
眉
毛
と
髪
が
赤
黒
�
で
は
な
い
。
ま
た

｢

⑥
漂
流
記
集｣

で

は
�
歯
は
至
て
白
く
�
と

項
目
３
で
�
細
い
�
の
記
述
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
、

｢

①
兎
園
小
説｣

が
一
八
二
五
年
に
編
纂
、｢

③
梅
の
塵｣

が
一
八
四
四
年
に
出
版

と
、
一
八
〇
三
年
か
ら
二
〇
年
以
上
も
後
に
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
時
代
が
経
つ

に
つ
れ
、
簡
略
な
記
述
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
思
わ
れ
る
初
期
３
文
書
で
は

｢

宇
宙
女
性｣

の

�
顔
色
、
眉
毛
髪
毛
の
色
、
歯
の
色
�
を
�
桃
色
、
赤
、
白
�
と
い
う
単
純
な
記

述
で
は
な
く
、
項
目
１
〜
３
の
よ
う
に
細
か
く
描
写
し
て
い
る
。｢

宇
宙
女
性｣

は
ボ
タ
ン
付
き
の
洋
服
、
ブ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
、
か
ら
西
欧
女
性
が
モ
デ
ル
の
よ

う
に
見
え
る
。
ロ
シ
ア
人
女
性
と
推
測
し
た
馬
琴
の

｢

①
兎
園
小
説｣

の
記
述
は

理
解
で
き
る
が
、
初
期
３
文
書
の
�
顔
は
青
白
、
眉
毛
は
赤
黒
く
髪
も
同
じ
、
歯

は
白
く
細
い
�
は
西
欧
女
性
の
特
徴
と
し
て
理
解
し
に
く
い
。｢

宇
宙
女
性｣

の

目
、
口
元
、
表
情
等
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
眉
毛
の
色

(

髪
毛
に
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一
五

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

｢

⑬
新
古
雑
記｣

｢

⑫
稲
生
家
文
書｣

｢

⑪
伴
家
文
書｣

｢

⑨
日
立
文
書｣

｢

⑦
外
国
漂
流
全
書｣

｢

⑥
漂
流
記
集｣

｢

④
瓦
版
刷
り
物｣

｢

③
梅
の
塵｣

｢

①
兎
園
小
説｣

目項

文
書
名

● ● ● ● ● ● ● ● △ △ 1. 顔が青白い

● ● ● ● ● △ ● ● △ △ 2. 眉毛が赤黒く髪も同じ

● ● ● ● ● ● △ × × × 3. 歯が白く細い

● ● ● ● ● ？ × × × ● 4. 頭に白いベール

● ● ● ● ● ？ △ △ × ● 5. ボタンが青い練り物

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6. 箱を持つ

表 4. グループ１の文書で ｢宇宙女性｣ に関する記述の有無
●：記述あり △：違う記述あり ×：記述なし
？：文書の絵が焼失で有無不明

｢②弘賢随筆｣ は ｢①兎園小説｣ と同一のため省略



優
先
し
て)

に
言
及
し
て
い
る
の
か
、
歯
が
�
白
く
細
い
�
の
�
細
い
�
も
意
味

不
明
で
あ
る
。
後
に
書
か
れ
た
文
書
に
も
、
表
４
の
よ
う
に
項
目
１
〜
３
の
記
述

が
あ
り
、
こ
れ
ら
細
か
い
描
写
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

｢

⑭

異
聞
雑
著｣

で
足
の
横
縞
模
様
は
近
代
の
ボ
ー
ダ
ー
柄
に
似
て
い
る
が

(

図
４)

、

当
時
の
日
本
や
西
欧
で
こ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
初
期
３
文
書
で

｢
宇
宙
女
性｣

の
白
い
ベ
ー
ル
の
よ
う
な
奇
妙
な
頭
飾
り
の
デ

ザ
イ
ン
も
当
時
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

９.

｢

宇
宙
女
性｣
と
養
蚕
金
色
姫
伝
説

以
上
の
疑
問
か
ら
大
胆
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
興
味
深
い
こ
と
に

｢

宇
宙
女
性｣

の
意
味
不
明
の
描
写
は
、
以
下
の
よ
う
に
成
長
す
る
蚕
の
外
観
に

当
て
は
ま
る
。

１.

顔
色
が
青
白
い

(

蚕
の
幼
虫
の
色)

｢

⑪
伴
家
文
書｣

�
色
少
し
青
白
し
�

｢

⑬
新
古
雑
記｣

�
血
色
な
く
青
白
く
し
て
�

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
色
少
青
白
く
�

https://m
irusiru.jp/nature/anim

al/kaiko

２.

眉
毛
髪
毛
が
赤
黒
い

(

蚕
の
蛹
の
色)

｢

⑪
伴
家
文
書｣

�
ま
ゆ
毛
赤
く
黒
し
髪
同
断
�

｢

⑬
新
古
雑
記｣

�
眉
毛
赤
黒
く
髪
も
ひ
と
し
�

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
眉
毛
赤
黒
く
髪
同
断
�

https://m
irusiru.jp/nature/anim

al/kaiko

３.

歯
が
白
く
て
細
い

(

蚕
の
繭
の
色
と
表
面
模
様)

｢

⑪
伴
家
文
書｣

�
歯
甚
白
シ
こ
ま
や
か
な
り
�

｢

⑬
新
古
雑
記｣

�
歯
は
白
く
細
か
し
�

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
歯
白
く
細
カ
也
�

https://aw
acotton.exblog.jp/11764189/

４.

女
性
が
被
る
白
い
ベ
ー
ル

(

生
糸)

｢

⑪
伴
家
文
書｣

�
志
ろ
に
て
品
ワ
か
ら
す
�

｢

⑬
新
古
雑
記｣

�
頭
上
之
帽
白
色
品
不
分
�

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
白
ニ
シ
テ
不
分
�

と
対
応
さ
せ
れ
ば

｢

宇
宙
女
性｣

の
描
写
は
、
記
述
順
も
含
め
成
長
す
る
蚕
の
特

徴
に
よ
く
フ
ィ
ッ
ト
す
る
。
項
目
２
で
眉
毛
が
髪
毛
に
優
先
し
て
い
る
の
は

�
眉
�
が
同
じ
発
音
の
�
繭
�
を
暗
示
、
ま
た
�
白
い
ベ
ー
ル
�
の
説
明
�
志
ろ

に
て
品
ワ
か
ら
す
�
は
生
糸
の
神
秘
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

の

｢

宇
宙
女
性｣

の
足
の
横
縞

(

ボ
ー
ダ
ー
柄
？)

も
図
９

の
よ
う
に
蚕
の
幼
虫
の
縞
模
様
に
似
て
い
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
項
目
５

５.

ボ
タ
ン
が
青
い
練
り
物

｢

⑪
伴
家
文
書｣

�
青
に
て
練
り
も
の
�

｢

⑬
新
古
雑
記｣

�
ホ
タ
ン
青
色
ノ
子
リ
モ
ノ
也
�
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一
六

蚕の幼虫蚕の蛹

蚕の繭生糸

図 9. ｢⑭異聞雑著｣の
｢宇宙女性｣の
足と横縞模様を
持つ蚕の幼虫



｢

⑭
異
聞
雑
著｣

�
ア
ヲ
色
ニ
テ
子
リ
モ
ノ
�

の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
他
の
文
書
で
は

｢
④
瓦
版
刷
り
物｣

�
こ
は
ぜ
す
い
セ
う
�

｢
⑥
漂
流
記
集｣

�
小
は
ぜ
ス
イ
セ
う
�

と
も
書
か
れ
て
い
る
。
蚕
の
卵
は
孵
化
直
前
に
青
く
透
明
に
な
る
。
孵
化
技
術
そ

の
も
の
が
�
催
青
�
と
も
呼
ば
れ
、
服
の
ボ
タ
ン

(

コ
ハ
ゼ)

を
形
状
・
材
質

(

練
り
物)

が
似
た
蚕
の
卵
に
見
立
て
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
記
述
は
養
蚕
の
暗

示
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

金
色
姫
伝
説
で
は
姫
の
亡
骸
が
蚕
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

(｢

養
蚕
秘
録)

、

｢

宇
宙
女
性｣

は
蚕
が
化
身
し
た
金
色
姫
な
ら
、
亡
く
な
っ
て
蚕
に
戻
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
似
た
民
話
に
鶴
が
美
し
い
娘
に
化
身
し
、
再
び
鶴
に
戻
る

｢

鶴

の
恩
返
し｣

が
あ
る
。｢

宇
宙
女
性｣

は
蚕
が
化
身
し
た
金
色
姫
と
考
え
れ
ば
、

女
性
に
関
す
る
意
味
不
明
な
記
述
や
、
絵
に
描
か
れ
た
不
可
解
な
容
姿(

特
に
ベ
ー

ル
の
よ
う
な
頭
飾
り)

の
疑
問
が
解
け
る
。
想
像
で
蚕
の
化
身
を
描
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
�｢

宇
宙
女
性｣

は
蚕
が
化
身
し
た
金
色
姫
�
の
ア
イ
デ
ア
は
何
処
か
ら

発
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
４
か
ら
初
期
３
文
書
だ
け
で
な
く
他
の
文
書
に
項

目
４
、
６

４.

頭
に
白
い
ベ
ー
ル

６.

女
性
が
箱
を
持
っ
て
い
た

の
記
述
が
あ
る
が
、
各
地
に
伝
わ
る
�
う
つ
ろ
舟
伝
説
�
や
金
色
姫
伝
説
に
�
頭

に
白
い
ベ
ー
ル
、
箱
を
持
つ
�
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
な
い
。
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
金
色
姫
伝
説
と
の
接
点
が
あ
る
の
は
筆
者
の
知
る
限
り
星
福
寺
の
�
蚕
霊
尊

(

金
色
姫)

�
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
仏
像
は
右
手
に

(

白
い
？)

生
糸
を
、
左
手
に

蚕
の
卵
が
入
っ
た
箱
を
持
つ

(

図
６)

。
こ
の
�
蚕
霊
尊
�
本
尊
は
無
彩
色
で
あ

る
が
、
星
福
寺
に
は
こ
の
他
に
関
東
一
帯
の
出
開
帳
に
使
っ
た
高
さ
�
㎝
程
の
小

さ
な
携
帯
用
�
蚕
霊
尊
�
が
あ
る

(

図
�)

。
こ
の
仏
像
は
、
顔
は
白
く
、
髪
毛

は
黒
く
、
右
手
に
持
つ
生
糸
は
白
く
、
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
図
�
は
文
政
一

〇
(

一
八
二
七)

年
、
星
福
寺
が
発
行
し
た
滝
沢
馬
琴
に
よ
る
文
案
の
衣
襲

(

き

ぬ
が
さ)

明
神
、
と
呼
ば
れ
る
金
色
姫
を
描
い
た
養
蚕
信
仰
の
お
札
で
あ
る
。
頭

上
に
３
反

(

３
ロ
ー
ル)

の
絹
を
載
せ
て
お
り
、
初
期
３
文
書
に
描
か
れ
た
、
生

糸
を
載
せ
た
よ
う
な

｢

宇
宙
女
性｣

の
頭
飾
り
と
類
似
の
ア
イ
デ
ア
が
伺
え
る
。

�
舎
利
浜
�
に
漂
着
し
た
、
う
つ
ろ
舟
に
乗
る

｢

宇
宙
女
性｣

は
蚕
が
化
身
し
た
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一
七

図 10. 出開帳に使われた
小型の“蚕霊尊”｡
顔は白､ 髪は黒､
生糸は白に彩色
されている｡

図 11. ｢星福寺｣ 発行の滝沢馬琴
が文案を書いた金色姫
(衣襲明神) のお札｡
頭上に 3反 (3 ロール) の
絹を載せている｡



金
色
姫
�
な
ら
、
そ
の
発
案
者
は
�
蚕
霊
尊
�
に
詳
し
い
�
舎
利
浜
�
近
郊
の
星

福
寺
の
関
係
者
し
か
い
な
い
。｢

①
兎
園
小
説｣

を
始
め
と
す
る
グ
ル
ー
プ
１
の

文
書
も
、
も
と
も
と
は
養
蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
�
蚕
が
化
身
し
た
金
色

姫
�
を
蚕
の
暗
号
で
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
星
福
寺
に
金
色
姫
伝
説
を
利
用
し
た
養

蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は

｢

⑧
水
戸
文
書｣

の
調
査
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。

初
期
３
文
書
に
は
漂
着
地
と
し
て

｢

小
笠
原
越
中
守
知
行
所｣

と
記
述
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
記
述
が
あ
る

｢

⑧
水
戸
文
書｣

は
初
期
３
文
書
よ
り
後
に
書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
期
３
文
書
か
ら
派
生
し
た
話
が
流
行
し
、
そ
の
後
の

多
く
の
文
書
に
書
か
れ
た｢

小
笠
原
越
中
守
知
行
所｣

を
入
れ
て｢

⑧
水
戸
文
書｣

が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
２
の

｢

⑧
水
戸
文
書｣

｢

⑤
鶯

宿
雑
記｣

に
は
、｢

宇
宙
女
性｣

の
容
姿
に
関
す
る
項
目
１
〜
６
の
記
述
は
な
い
。

�.

残
さ
れ
た
謎

｢

宇
宙
女
性｣

は
�
蚕
が
化
身
し
た
金
色
姫
�
と
判
明
し
て
も
、
伝
説
の
最
大

の
謎

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

の
起
源
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
初
期
３
文
書

で

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

の
形
、
大
き
さ
、
色
も
ほ
ぼ
同
じ
、
舟
の
底
部
が
直
線

状
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
底
部
が
砂
に
埋
ま
っ
た
様
子
と

考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

は
他
の
文
書
の
絵
と
比
較
し
て
ス

ケ
ッ
チ
風
で
あ
る
。
伝
説
は
そ
の
内
容
か
ら
星
福
寺
の
養
蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ
が
目
的
と

考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
人
が
初
期
３
文
書
を
見
て
、
養
蚕
信
仰
Ｐ
Ｒ
と
理
解
で

き
た
か
に
は
疑
問
が
残
る
。
本
論
文
で
書
い
た
暗
号
に
気
が
付
か
な
け
れ
ば
、
文

書
に
明
白
な
養
蚕
と
の
関
連
は
見
ら
れ
ず
単
に
漂
着
事
件
の
記
録
に
し
か
見
え
な

い
。
伝
説
の
ト
ピ
ッ
ク
は｢

宇
宙
女
性｣

の
他
に｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

で
あ
り
、

暗
号
で
記
述
さ
れ
た

｢

宇
宙
女
性｣

か
ら
考
え
る
に
、｢

う
つ
ろ
舟
Ｕ
Ｆ
Ｏ｣

に

も
暗
号
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
。

｢

宇
宙
文
字｣

に
つ
い
て
は
、
皆
神
龍
太
郎
氏
が
一
八
一
〇
年
頃
の
浮
世
絵

｢

蘭
字
枠｣

に
使
わ
れ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
似
た
記
号
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
の
ロ
ゴ
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、｢

蘭
字
枠｣

が
享
和

三

(

一
八
〇
三)

年
頃
に
常
陸
國
で
流
通
し
て
い
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
内
容
と
考
え
ら
れ
る
初
期
３
文
書
は
絵
お
よ
び
筋
書

き
と
も
互
い
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
は
伝
聞
で
は
な
く
、
瓦
版
の
よ
う

な
共
通
の
絵
付
き
文
書
が
起
源
、
し
か
も
描
か
れ
た

｢

宇
宙
女
性｣

の
違
い
か
ら

３
種
類
の
文
書
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。

も
し

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

の
記
述
�
此
事
偽
�
が
、
漂
着
事
件
そ
の
も
の
が
�
偽

(

い
つ
わ
り
、
嘘
、
本
当
で
な
い)

�
を
意
味
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
理
由
・
根
拠

が
後
の
文
書
に
全
く
伝
わ
っ
て
な
い
の
も
不
可
解
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
人
々
は

合
理
的
・
懐
疑
的
に
考
え
な
い
、
と
は
思
え
な
い
。
実
際
、
こ
の
事
件
よ
り
百
年

前
の
一
六
九
九
年
に
朝
日
文
左
衛
門
が
書
い
た

『

鸚
鵡
籠
中
記』

で
�
熱
田
の
海

に
漂
着
し
た
う
つ
ろ
舟
�
の
噂
に
つ
い
て
、
彼
は｢

虚
説
也｣

と
断
言
し
て
い
る
。

そ
れ
な
り
の
知
識
人
に
は
�
う
つ
ろ
舟
伝
説
�
に
懐
疑
的
な
見
方
も
あ
っ
た
筈
で

あ
る
。
例
え
ば

｢

⑤
鶯
宿
雑
記｣

、｢

⑦
外
国
漂
流
全
書｣

、｢

⑬
新
古
雑
記｣

も

｢
⑭
異
聞
雑
著｣

と
同
様
、
流
布
し
て
い
た
話
を
当
時
の
知
識
人
が
書
き
留
め
た

書
物
で
、
当
時
の
懐
疑
的
な
噂
に
根
拠
、
そ
れ
は
養
蚕
伝
説
と
の
関
連
、
が
あ
れ

ば
好
奇
心
旺
盛
な
彼
ら
が
無
視
し
た
と
は
と
思
え
な
い
。
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�.

結
論

最
近
発
見
さ
れ
た
３
編
の
文
書
調
査
か
ら
、｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

の
伝

説
に
は
、
養
蚕
金
色
姫
伝
説
が
蚕
の
暗
号
で
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
伝

説
の
発
案
者
は
星
福
寺
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た｢

①
兎
園
小
説｣

｢

③
梅
の
塵｣

は
事
件
か
ら
二
〇
年
以
上
後
に
書
か
れ
た
文
書
で
、
時
代
を
経
る

に
従
い
金
色
姫
伝
説
の
暗
号
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
馬
琴
が
書
い
て
い
る
よ
う
に

起
源
が
よ
く
分
か
ら
な
い
伝
説
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

謝
辞

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
を
頂
い
た
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー

長
・
岩
片
和
義
氏
、｢

⑪
伴
家
文
書｣

に
つ
い
て
教
え
て
頂
い
た
三
重
大
学
特
任

教
授
・
川
上
仁
一
氏
に
深
謝
し
ま
す
。
神
栖
市
柳
川
地
区
の
字
名
�
外
濱
�
を
教

え
て
頂
い
た
茨
城
新
聞
・
三
次
豪
記
者
、
宗
左
衛
門
柳
川
翁
碑
文
に
つ
い
て
教
え

て
頂
い
た
神
栖
市
歴
史
民
俗
博
物
館
・
谷
田
法
子
氏
、
柳
川
保
育
園
長
・
柳
川
信

子
氏
、
ま
た｢

⑬
新
古
雑
記｣

に
つ
い
て
教
え
て
頂
い
た｢

月
刊
ム
ー｣
編
集
長
・

三
上
丈
晴
氏
に
感
謝
し
ま
す
。
論
文
出
版
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
中
京
大
学
・

明
木
茂
夫
教
授
に
感
謝
し
ま
す
。

付
録

(｢

宇
宙
女
性｣

に
関
す
る
項
目
１
〜
６
の
関
連
文
は
ゴ
シ
ッ
ク
傍
線)

｢

⑪
伴
家
文
書｣

(

本
文)

奥
�

如
斯
の
舩
常
陸
原
舎
り
濱
と
申
處
流
付
申
候
故
濱
舟
多
く
出
ひ
き

あ
げ
候
處
美
敷
婦
人
壱
人
の
り
候
て
言
葉
一
向
相
わ
か
ら
す
當
廿
六
日

昼
時
候
故
其
夜
よ
り

御
公
儀
様
え
御
う
つ
た
へ
申
上
候
弐
尺
四
方
箱

一
つ
御
座
候
是
は
大
切
な
る
も
の
と
見
へ
て
人
立
寄
候
へ
ば
抱
候
て
何
分
は
な
し

不
申
候

亥
年

二
月
廿
六
日

(

女
性
の
絵
に
つ
い
て)

一
せ
い
の
高
さ
を
よ
そ
五
尺
余

一
色
少
し
青
白
し

一
ま
ゆ
毛
赤
く
黒
し
髪
同
断

一
歯
甚
白
シ
こ
ま
や
か
な
り

一
年
二
十
一
才
く
ら
ひ

(

船
の
説
明)

船
中
改
る
處

＊
＊
＊
＊

如
此
字
船
中
二
多
有
之

一
敷
物
や
わ
ら
か
な
る
物
弐
枚

一
喰
物
菓
子
と
も
お
ぼ
し
き
者
又
肉
る
い
煉
り
た
る
も
の
有

一
壺
の
た
く
い
の
物
水
有
之
凡
三
斗
程
入
有
之
茶
碗
躰
の
物
壱
つ

う
つ
く
し
き
も
や
う
有
之
石
と
も
見
へ
す

(
船
の
絵
に
つ
い
て)

横
さ
し
ワ
た
し
三
間

ふ
か
さ
弐
間
半
ほ
ど

障
子
ふ
ち
ち
ゃ
ん
ぬ
り

此
す
じ
か
ね
と
見
え
る

黒
ぬ
り
う
る
し
と
も
見
へ
ず

朱
色
う
る
し
に
も
あ
ら
ず

す
こ
し
着

(

黒)
場
善
に
し
て
？
な
る
狐
の
如
し
木
な
り
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(

女
性
の
絵
に
つ
い
て)

志
ろ
に
て
品
ワ
か
ら
す

青
に
て
練
り
も
の

青
色
に
て
品
わ
か
ら
す

｢

⑬
新
古
雑
記｣

(

枠
線
で
囲
ま
れ
た
文
は
朱
書
き)

(

本
文)

又
三

又
原

當
亥
三
月
廿
六
日
昼
常
陸
國
厚
舎
ヶ
�
と
い
う

處
へ
異
國
船
漂
着
せ
し
ゆ
へ
漁
舟
多
く
よ
り
て

引
揚
し
に
齢
二
十
歳
の
美
し
き
婦
人
壱
人
せ
い
の

高
さ
五
尺
斗
血
色
な
く
青
白
く
し
て
眉
毛
赤
黒
く

髪
も
ひ
と
し
歯
は
白
く
細
か
し
此
婦
人
弐
尺
四
方
程

の
筥
を
大
切
に
所
持
し
て
手
放
さ
す
船
中
改
め

し
に
図
の
如
き
文
字
船
の
中
に
多
く
在
し

敷
物
躰
の
ヤ
ハ
ら
か
な
る
物
弐
枚
食
物
菓
子
や
う

の
物
又
肉
類
を
ね
り
た
る
如
き
物
在
し

漂
着

異
國
舩
之
図

横
指
渡
三
間

高
二
間
計
此
筋
鉄
と
見
ユ

木
ハ
杉
ニ
似
て
色
黒
シ

朱
ヌ
リ
ト
見
エ
ト
モ
ワ
カ
ラ
ズ

(

女
性
の
絵
に
つ
い
て)

婦
人
之
図

頭
上
之
帽
白
色
品
不
分

ホ
タ
ン
青
色
ノ
子
リ
モ
ノ
也

沓
黒
皮

｢

⑭
異
聞
雑
著｣

(

本
文)

當
亥
三
月
廿
六
日
昼
時
常
陸
國
原
舎
ノ
�
と
申
所
如
図

異
国
舟
漂
着
致
候
漁
船
多
く
出
し
引
揚
候
所
年
齢
廿

才
斗
成
美
き
婦
人
壱
人
乗
有
之
勢
の
高
さ
五
尺
斗

色
少
青
白
く
眉
毛
赤
黒
く
髪
同
断
歯
白
く
細
カ
也

右
婦
人
弐
尺
四
方
程
の
箱
を
所
持
い
た
し
大
切
成
物

入
候
哉
人
近
寄
候
ヘ
バ
抱
候
て
手
を
放
し
不
申
候

船
中
改
候
所
格
如
此
文
字
船
の
中
ニ
多
く
有
之
候

敷
物
躰
和
ら
か
成
物
弐
枚

喰
物
菓
子
と
思
し
き
も
の
又
肉
類
煉
り
た
る
物

有
之

図
の
類
の
物
に
水
弐
斗
程
入
置
く

茶
碗
躰
の
物
な
り
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恐

云
？
コ
ン
パ
ニ
ア
と
い
ふ

五
音
の
合
字
ニ
テ
西
洋
ノ

東
方
役
所
ト
云
義
ナ
ラ
ン

壺
の
類
乃
物
水
二
斗
程
入
在
し
茶
碗
の
如
く
な
る

物
壱

此
品
美
し
く
模
様
あ
り
石
と
も
見
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(

船
の
説
明)

又
如
此

図
ア
リ

チ
ャ
ン
ヌ
リ

と
在

小
笠
原
越
中
守
様
知
行
所
ヨ
リ

訴
出
し
写



此
品
甚
美
敷
模
様
有
之
石
と
も
見
え
申
候

右
之
段
公
儀
へ
御
訴
申
上
候

此
事
偽
と
聞
た
り
八
月
漂
流
せ
し
？
？
？

書
付
遣
候

公
儀
二
届
有
候
哉
承
遣
候

此
事
偽
也
と
い
ふ
事
北
村
久
備
よ
り

申
遣
候

(

舟
に
つ
い
て)

横
指
渡
し
三
間

弐
間

朱
ヌ
リ
分
ワ
カ
リ
不
申
候

此
筋
鉄
と
相
見
申
候

少
し
く
ろ
し

杉
の
ご
と
く
成
ル
木

(

女
性
に
つ
い
て)

白
ニ
シ
テ
不
分

ア
ヲ
色
ニ
テ
子
リ
モ
ノ

沓
黒
皮

｢

⑧
水
戸
文
書｣

(

本
文)

享
和
三
亥
八
月
常
陸
国
鹿
嶌
郡
外
濱

小
笠
原
越
中
守
様
御
領
地
漂
着
い
た
し
候
ウ

ツ
ロ
舩
ニ
乗
候
女
身
の
丈
五
尺
程
顔
色
美
麗
に

し
て
年
齢
廿
一
二
歳
位
に
相
見
へ
候
船
中
に
食
物
有

之
其
品
か
ず
塩
鳥
菓
子
類
等
水
等
有
之
阿

蘭
通
辞
に
被
仰
候
彼
地
被
遣
候
而
ハ
糺
有
之
へ
も

辞
一
向
に
相
分
不
申
候

(

舟
に
つ
い
て)

船
中
拾
間
四
方
竪
八
間
に
て
惣
朱
塗

船
底
は
南
蛮
鉄
と
相
見
へ
申
候

窓
障
子
ハ
の
こ
ら
ず
硝
子
に
て
候

右
船
之
中
に
文
字
の
躰
有
之

(

参
考
文
献)

(｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
奇
談｣

に
つ
い
て)

・
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
第
一
回
配
本
、
271
―

274
、
776
―

777
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
會

(

昭
和
三
年)

・
加
門
正
一
、『

江
戸

｢

う
つ
ろ
舟｣

ミ
ス
テ
リ
ー』

(

楽
工
社
、
二
〇
〇
九)

・Shoichi
K
am

on,
T
H
E

M
Y
ST

E
R
Y

O
F

U
T
SU

R
O
-B

U
N
E
:
A
N
C
IE

N
T

U
F
O

E
N
C
O
U
N
T
E
R

IN
JA

P
A
N
?

(F
lying

D
isk

P
ress

U
.
K
.
2019)

・
加
門
正
一
、｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
伝
説
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
伝
説
か
？｣

『

怪
�』

168
―

170

(

角
川

書
店
、
二
〇
一
一)

(｢

⑪
伴
家
文
書｣

に
つ
い
て)

・
茨
城
新
聞
、『｢

う
つ
ろ
舟｣

漂
着
は
波
崎
？』

、
二
〇
一
四
年
五
月
一
四
日

・
加
門
正
一
、｢

Ｕ
Ｆ
Ｏ

｢

う
つ
ろ
舟｣

漂
着
は
波
崎
？｣

、『

怪
�』

284
―

285

(

角
川
書

店
、
二
〇
一
四)

・
加
門
正
一
、｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
伝
説
―

｢

う
つ
ろ
舟｣

漂
着
現
場

｢

常
陸
国
は
ら
や

ど
り
�
が
見
つ
か
っ
た｣

、『

怪
�』

178
―

182

(

角
川
書
店
、
二
〇
一
四)

(｢

⑨
日
立
文
書｣

に
つ
い
て)

・
茨
城
新
聞

『

異
国
美
女
漂
着

｢

う
つ
ろ
舟｣

奇
談

日
立
の
旧
家
に
新
史
料』

二
〇

一
二
年
四
月
二
三
日

・
加
門
正
一
、｢

常
陸
国
う
つ
ろ
舟
伝
説
の
新
資
料｣

、『

怪
�』

225
―

227
、(

角
川
書
店
、

二
〇
一
二)

(｢
⑬
新
古
雑
記｣

に
つ
い
て)

・
鹿
角
崇
彦

｢

や
は
り
現
場
は
舎
利
浜
だ
っ
た
�｣

、『

ム
ー』

六
月
号
、
№
487
、
８
―

９

(

ワ
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
二
一)

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2566785
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(｢

⑭
異
聞
雑
著｣

に
つ
い
て)

・
岩
片
和
義
、

https://w
w
w
.city.joetsu.niigata.jp/soshiki/koubu

n
sh

o/ten
ji32.htm

l

(｢
⑧
水
戸
文
書｣

に
つ
い
て)

・
茨
城
新
聞

『｢

う
つ
ろ
舟｣

に
新
資
料
・
水
戸
で
発
見』

、
二
〇
一
〇
年
九
月
九
日

・
加
門
正
一
、｢

江
戸

｢

う
つ
ろ
舟｣

ミ
ス
テ
リ
ー｣

、『

謎
解
き
超
常
現
象
Ⅳ』

153
―

164

(

彩
図
社
、
二
〇
一
四)

・
田
中
嘉
津
夫
、｢『
常
陸
國
う
つ
ろ
舟
伝
説』

ミ
ス
テ
リ
ー
の
面
白
さ
・
伝
説
の
起
源

に
せ
ま
る
新
発
見｣

、
大
気
電
気
学
会
誌
、
４

(

２)
(

�)

、
�
―

�(

二
〇
一
〇)

(

宇
宙
文
字
に
つ
い
て)

・
皆
神
龍
太
郎
、｢

江
戸
時
代
文
献

『
う
つ
ろ
船
の
蛮
女』

に
描
か
れ
て
い
る

『

宇
宙
文

字』

の
正
体｣

、
文
化
科
学
研
究

(
中
京
大
学)

�
、
１
―

８

(

二
〇
一
四)

(

佐
藤
次
男
氏
の
研
究
に
つ
い
て)

・
佐
藤
次
男
、『

海
浜
奇
談

(

一)

―
う
つ
ろ
船
の
異
国
の
美
人
―』

、
郷
土
文
化
三
二

号
、
�
―

�(

平
成
三
年
三
月
三
一
日)

(｢

星
福
寺｣

に
つ
い
て)

・
近
江
礼
子

｢

茨
城
県
神
栖
市
の
星
福
寺
と
蚕
霊
神
社
養
蚕
信
仰｣

、
西
郊
民
俗
、
222
、

�
―

�(

二
〇
一
三)

(

外
濱
に
つ
い
て)

・
波
崎
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
編：

波
崎
町
史
料
Ｉ

(

発
行
所
・
崎
町)
310
―

311

(

昭

和
五
六
年)

・
茨
城
県
報
第
二
二
五
五
号

(

平
成
二
三
年
二
月
七
日)

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
受
領

[

付
記]

田
中
嘉
津
夫
氏
は
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
で
、
ご
専
門
の
応
用
光
学
の
研
究
の
傍

ら
、
長
年
に
わ
た
っ
て

｢

う
つ
ろ
舟｣

伝
説
の
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
本
研

究
所
が
二
〇
一
三
年
十
二
月
六
日
に
開
催
し
た
講
演
会
に
お
い
て
も

｢

馬
琴
の
記
録

し
た

『

う
つ
ろ
舟』

は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
っ
た
の
か
？｣

と
題
し
て
ご
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
た
び

｢

う
つ
ろ
舟｣

の
研
究
に
新
た
な
進
展
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
こ
こ
に
ご

寄
稿
を
お
願
い
し
た
次
第
で
あ
る
。

(

明
木
茂
夫
記)
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